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概要

現在の世界的経済の混乱とは対照的に
マンハッタンのオフィス市場は、引き続き

安定した伸びを見せ、アメリカの他の都市
と比較しても非常に健全な動きを示し、
”Manhattan is a different animal”と、よく
表現されるように、マンハッタンが

世界の都市の中でも特別な地域であるこ
とを証明している。
特記すべき大きなリース契約は、Pearson 
PLC による269,105 SF (6 Hudson Square, 
Midtown South), Oppenheimer & Co. によ
る269,105 SF (85 Broad Street, Downtown)、
及びA & E による167,629 SF (685 Third 
Avenue, Midtown)などである。

全般として、テクノロジーや情報産業関連
企業の健全な成長がマンハッタンのオフィ
ス市場の活発な動きに反映されている。

空室率

空室率は３期続けて減少の傾向にある。
2011年度第3四半期のニューヨーク市に

おける全クラスのビルディングのオフィス
空室率は、第1期の、8.2％、第2期の8.1
から7.7％にさらに減少。この空室率は、
ヒューストン15%, ダラス22% の高い空室
率と比較して非常に低い数値である。
Class Aビルディングの今期の空室率は、
8.8％で今年第1期の9.5%％、第2期の
9.4％よりさらに減少。
サブリース・スペースについても、第1期の
4,186,374 SFと、第2期の3,995,701 SFより
第3期は3,847,143 SFに減少。

賃貸家賃

第3四半期の賃貸家賃は、6期連続して上

昇の傾向にあり、なだらかながら着実に
伸びを示している。全クラスビルディング
の平均家賃は、$ 46.39で第2四半期の
$ 46.05よりも0.7%の上昇を示す。
Class Aビルディングの平均家賃は、前期
$ 53.91から$ 54.51に上昇。

デリバリー

今年第3四半期において、建設完成ビ
ルは一件あり、総面積 102,000 SFが市
場に出された。

現在工事中のビルディングの総面積は
9,141,158 SFで、その殆どはWorld Trade 
Center の建設工事である。

ABSORPTION

2011年第3四半期における、純占有面
積net absorption は、ポジティブの
2,208,513 SFであった。
特記すべき大きなmove- in としては、
Avon の271,150 SF (777 Third Avenue)、
及びComcast/NBC Universal の250,000 
SF (1221 Avenue of the Americas, 
McGraw-Hill Building)が挙げられる。
反対に、大きなmove-outとしては、
Tiffany の193,477 SF)600 Madison 
Avenue, New York Daily News の156,455 
SF (450 W 33rd Street) 及びAmerican 
Red Cross の129,992  SF (520 W 49th 
Street)である。

ビル売買

2011年の現在に至るオフィスビルディン
グ売買は、前年度2010年に比べ活発で
ある。今年前半6ヶ月間で、取引数が43
件、total volume $7,276,906,210、 平均
Per square foot $ 473.82 であり、昨年
2010度の前半6ヶ月間の取引数20件、
total volume $2,425,448,333、平均per 
square foot $ 366.41と比較しても活発な
取引を示している。









, 

Okada & Company は
総合的な一括サービスを提供する
商業不動産会社です。

40年の経験と実績を誇り、
ニューヨークのオフィス、店舗の賃貸、
投資物件の売買などあらゆるサービスを
ご提供しています。

弊社の知識、経験、勤勉と独創性を
活かし経営戦略的視点に立ち、
企業の皆様の不動産アドバイザーとして
最善の努力を致します。
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